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・満開80～120日の夜17℃管理による10aあたり3kLの重油減

　　　農業研究部果樹グループ温州ミカンチーム
　　　TEL：０９７８－７２－０４０７
　　　住所：国東市国東町小原４４０２

ハウスミカンの省エネルギー夜温管理　その①

農業研究部果樹グループ

温州ミカンの幼果期（満開30～50日で果汁未発現な時期）は環境の変化に敏感で，この時期の低夜温は
収量に負の影響を及ぼすことがわかっています。そこで，果汁発現期以降の夜温が果実生育に及ぼす影
響を明らかにし，省エネルギー栽培を検討しました。
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